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通称「電カルの失敗」通称「電カルの失敗」

・「電カルの失敗」とも呼ばれる典型的なパターンとして『電カルベンダー
に超高額なお金を払ったので、放っておいてもあらゆる理想が現実化する
と思っていたのに、そうならなかった。』というのがあります。

・どんなシステムでも、システムと運用の相互補完により目的を達成します。
・システムと共に、運用もアップグレードする必要がありますが、
多くの場合、運用はそもそも可視化すらされていません。

ペーパーレス？
スペース確保？

イマドキ？

人員確保？

ブランディング？

業務効率化？
外圧？

カチッとワンクリックしたら
画面にバーッと全部の情報が出て
ビュッと全部わかる。そんな風にできないの？

通称「電カルの失敗」

医療安全？



運用が可視化されていないと・・運用が可視化されていないと・・

・運用が可視化されないまま電子カルテを運用し続けると、
上の図のような悪循環が生まれます。

・運用が可視化されているかどうかで、ガバナンスやデータの2次利用に
まで悪影響を及ぼします。

運用が部署ごとに
最適化される

科ごと、病棟ごと
に運用が異なる

入力されるデータ
にばらつきが出る

正しい運用が
わからない

運用が可視化
されていない

データ分析の
意味が半減

ヘルプに入れない
異動できない

部署が
タコつぼ化



悪循環を断ち切るには？悪循環を断ち切るには？

・悪循環の根本原因は運用が可視化されていないことです（赤丸部分）。
ここがクリアされれば、まずは悪循環は止まります。

運用が部署ごとに
最適化される

科ごと、病棟ごと
に運用が異なる

入力されるデータ
にばらつきが出る

正しい運用が
わからない

運用が可視化
されていない

データ分析の
意味が半減

ヘルプに入れない
異動できない

部署が
タコつぼ化



可視化→標準化→改善可視化→標準化→改善

・運用が可視化されれば、互いの違いも見えるので、標準化が進みます。
標準化が進めば、改善が進み、好循環へと変わっていきます。
運用マニュアルがあるかどうかが重要なポイントです。

・運用マニュアルとは、誰が何をしたら、次は誰が何をするのか等、
システムを使う我々の動きを定めたマニュアルです。

可視化

標準化

改善



図示する必要性図示する必要性

・例えばスポーツ等でフォーメーションプレイは上の図のように示して
メンバー同士の動きを共有します。

・図で共有するメリットは、誤解する余地が少ないことです。
仮に上の図の、ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ【A】と【B】の違いを言葉で説明しても
正確には伝わりません。

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ【A】 ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ【B】

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ【C】 ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ【D】



運用マニュアルとは？運用マニュアルとは？

・電カル導入（更新）時に作成されるドキュメントとして、
システム連関図、運用概念図、操作マニュアルなどがありますが、
運用マニュアルはあまりありません。

・運用マニュアルの作成責任は病院側にあります。（契約にもよります）

システム連関図 運用概念図 操作マニュアル



可視化する方法の例可視化する方法の例

・運用を図で可視化する方法はいくつかあります。
・また、例えば検体検査オーダーひとつとっても、入院／外来、時間内／外、
検査前診察の有無、採血場所などなど、分岐条件をかけ合わせた数だけ
運用パターンが存在するため、運用マニュアルは大量にできます。

・電カル導入や更新は、このような運用マニュアルを作成する良い機会なの
ですが、実際作成されることはまれです。

【フローチャート方式】

作業や判断をプロセス毎に分け、

矢印で流れや分岐を示す。

比較的作成しやすい。

【スイムレーン方式】

横軸に並んだ各職種が

縦一方向に時間とともに流れ、

全体のプロセスが可視化しやすい。



なぜ可視化しにくいのか？なぜ可視化しにくいのか？
デメリット・リスクメリットマニュアルの

作り方

・動的なものを表現しにくい
・関係を示しにくい

・作りやすい言葉で書かれた
マニュアル

・作成に手間がかかる
・普段の人間同士のコミュニ
ケーションとは異なるスキル
が必要

・理解しやすい
・正確に伝わりやすい
・別のマニュアルとの比較
がしやすい

図で示した
マニュアル
（フロー図等）

・運用マニュアルは図で示すのが望ましいのですが、
それには赤枠部分のような課題があります。

・つまり、運用マニュアルがない原因は、
大量にあるから。且つ、作るのが大変だから。 ということです。



自然言語 構造化言語 図示

①AIで構造化 ②システム
で図示化

プロセス図示化ツールプロセス図示化ツール

・そこで、今回の研究では、院内に既に存在する自然言語のマニュアルを
①AIで構造化言語に変換し、②システムで図示化するというツールを開発し、
ひとつ前のスライドで示した赤枠部分の課題解決にどれくらい役に立てるか
という事を研究することにしました。
また、この課題が解決した場合、図示化された運用マニュアルが実際に
院内普及しそうかどうかの展望についても調査したいと考えています。



• 2023/9 β版テスト開始
• 2023/10/8 全国大会で中間報告
• 2023/11 中間報告書提出
• 2024/6 最終報告書提出
• 2024/秋 全国大会で最終報告
• 2025/3/31 当該Webサービス終了

今後のスケジュール今後のスケジュール

・スケジュールは上記の通りです。
・今回のツールはchatGPTを使用する関係等から、Webサービスとしており、
ランニングコストがかかるため、2024年度末までの稼働としています。



謝辞謝辞

・閲覧頂きありがとうございました。
・今回のツールを使ってみたい方は y_kinjo@tobu.saiseikai.or.jp までご連絡ください。
なお、下記に当てはまる方に限らせていただきます。ご了承ください。
①医療経営実践協会の会員の方
②chatGPTの4.0（有料版）のアカウントをお持ちの方
③使用感や活用可能性等のレポート作成にご協力いただける方


